
令和4年の年頭に当たり、一般社団法人多治見法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申し上げ
ます。

会員の皆様には、平素から税務行政につきまして深い御理解と格別の御協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。

昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症の影響による自粛要請や緊急事態宣言の
発出等が行われ、様々な局面で異例の対応を強いられる年となりました。

しかし、このような状況にあっても、多治見法人会の皆様は、「『税を考える週間』街頭広報活
動」、「租税教室への講師派遣」、旧花フェスタ記念公園での「税金天才クイズ」、「食品ロスってな
に?」といった事業に、感染症拡大防止策を講じた上で熱心に取り組まれました。この点、税務に
携わる私どもにとりまして誠に心強いものでありました。

このような中、新しく迎える年が、会員の皆様にとって充実した年となりますことを祈念いた
しますとともに、一般社団法人多治見法人会が引き続き魅力ある事業活動を展開され、会員企業
と地域社会の発展に一層の貢献をされますことを御期待申し上げます。

さて、新型コロナウイルス感染症への対応においては、行政のデジタル化の必要性が顕在化す
るなど、税務行政を取り巻く環境は大きく変化しております。

国税当局としましては、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」とい
う使命を果たすために、ICTの活用による「納税者の利便性の向上」と「課税・徴収の効率化・高度
化」を2本柱とする「スマート税務行政」を目指し様々な取組を進めてまいりました。

今後におきましても、申告・納付のデジタル化の推進、内部事務のセンター化等、事務運営の
見直しやインフラ整備などの取組を進めてまいりますが、これらの取組を成し得るためには、
e-Taxやマイナンバー制度の更なる普及・定着が必要であり、法人会の皆様の御協力が必要不可
欠であると考えております。

また、昨年は、令和5年10月1日に導入されるインボイス制度に係る適格請求書発行事業者の
登録申請の受付が開始されました。法人会の皆様から、説明会の開催や制度の周知・広報活動な
ど幅広く御協力をいただきましたこと、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

今後も更に、インボイス制度の円滑な導入に向けて取り組んでいくこととしておりますので、
引き続き、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の影響の中、会員の皆様には様々な工夫を凝らした会活動を実施
していただいているところ、本年は従前以上の信頼関係構築の年にしたいと考えておりますの
で、一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに当たりまして、一般社団法人多治見法人会の更なる御発展と、会員の皆様の御健勝並び
に事業のますますの御繁栄を祈念いたしまして、年頭の御挨拶とさせていただきます。
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